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（ 1 8 Ｃ 、 独 哲 学 者 ） ＿ の 完 成 者③ [１ ] [２ ]主 義 （ [２ ]思 想 ）

ド イ ツ [３ ]論 （ 哲 学 ）c f .

… カ ン ト に よ り 確 立 さ れ 、 フ ィ ヒ テ を 経 て ヘ ー ゲ ル に よ っ て 大 成

( 1 ) … 理 性 （ ｱ = ﾌ ﾟ ﾘ ｵ ﾘ 「 先 天 的 」 に も つ ） を 検 討 ・ 吟 味[４ ]哲 学

[５ ] ( [ ５ ] ) 理 性 『 [６ ]批 判 』１ … 認 識 可 能 な 感 性 の 世 界 を 扱 う

２ … 認 識 不 可 能 な 対 象 （ 自 由 意 志 や 神 e t c . ） を 扱 い 、[７ ]理 性

『 [８ ]批 判 』道 徳 法 則 を 発 す る 良 心

∴ １ ＜ ２

( 2 ) 認 識 論 … 認 識 は （ Ａ ） と （ ＝ 理 論 ＜ 純 粋 ＞ 理 性 （ Ｂ ） が 協 働[９ ]性 [ 1 0 ] 性 ）

∴ 経 験 論 と 合 理 論 の 統 合

Ａ は 、 経 験 論 的 な 感 覚 の 力 （ 受 動 的 ） ∴ 素 材 を 受 け 取 る

c f . 「 ＝ 世 界 の 全 体 像 」 は 、 認 識 不 可 能[ 1 1 ] 自 体

Ｂ は 、 合 理 論 的 な 分 析 ・ 判 断 の 力 （ 能 動 的 ） ∴ 素 材 を 整 理 す る

c f . … 認 識 主 体 に 能 動 性 を み る[ 1 2 ] 的 転 回

（ 認 識 が 対 象 に 従 う の で な く 、 対 象 が 認 識 に 従 う ）「 」

コ ペ ル ニ ク ス 以 前 の 天 動 説 ＝ 誤 っ た 世 界 観 の た と え 地 動 説 ＝ 正 し い 世 界 観 の た と え

∴ 「 認 識 者 ＝ 人 間 」 に は 「 対 象 ＝ 事 物 」 に は な い 尊 厳 が あ る、

( 3 ) … 自 ら （ 実 践 理 性 ） が 立 て 、 そ れ に 従 う[ 1 3 ] 法 則 （ [ 1 3 ] 律 ）

１ （ 無 条 件 ・ 絶 対 に 「 ～ す べ き 」 ＝ 当 為 ）[ 1 4 ] 命 法

比 ： 仮 言 命 法 は 逆

c f . （ 個 人 の 行 動 原 理 ） イ コ ー ル 普 遍 的 律 法 の 原 理[ 1 5 ]

２ 自 由 論

… 自 分 が 命 じ た こ と に 従 う こ と が 真 の 自 由 c f . ル ソ ー （ 1 8Ｃ 、 仏 ） の 影 響[ 1 6 ]

… 結 果 よ り も 、 動 機 と し て の を 重 視[ 1 7 ] 説 [ 1 8 ] 意 志

( 4 ) … 人 格 に 人 間 の 尊 厳 が あ る[ 1 9 ] 論

c f . 「 汝 の 人 格 お よ び 他 者 の 人 格 を 、 常 に 同 時 に 目 的 と し て 扱 い 、

決 し て 単 に 手 段 と し て の み 扱 わ な い こ と 」

[ 2 0 ] の 王 国( 5 )

… 個 人 間 で 自 他 の 人 格 が 尊 重 さ れ る 道 徳 的 理 想 社 会

→ で 国 際 社 会 に も 応 用『 [ 2 1 ] 論 』

e x . 国 連 の 構 想

∵ 国 家 間 で 自 他 の 主 権 が 尊 重 さ れ る 道 徳 的 理 想 社 会 と し て の 国 際 社 会

M E M O e t c .


